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　謹んで新春のお慶びを申し上げます。2020年をもちま

して、晴れて本学は創立120周年を迎えます。これまで本

学の発展に寄与され、本学を支えてこられましたみなさま

へ、まずは心からの感謝を申し上げます。

　この2020年に向けて、いくつもの「創立120周年記念事

業」の取り組みを進めてまいりました。

　学生の視点に立った施設や環境の整備を主眼とする「国

分寺キャンパス第２期整備事業」では、その概要を固める

とともに、先行して「新次郎池」周辺の整備を進めてまい

りました。これに加えて、「東京経済大学120周年史」の

編纂、創立120周年を記念した特別展示などの記念事業も

着々と準備が進められております。また、学生の課外活動

支援、成長記録の映像化など、大学ならではの計画につき

ましても実績を重ねてまいりました。

　以上につきましては、本年10月23日に「オークラ東京」

で行われる創立120周年記念式典等においても、改めてご

報告する所存です。

　また、これらの記念事業の推進にあたっては、すでにご

協力をお願いしております「東京経済大学創立120周年記

念事業募金」へのご寄付に依るところが大きく、これまで

にたくさんの方々のご理解・ご賛同を頂戴いたしました。

ここに改めて深甚なる感謝の意を表します。

　しかしながら総事業費90億円規模の本記念事業の完遂

には、なお、みなさまからのご支援が必須のものとなりま

す。募金期間は明年3月をもって終了いたしますが、ここ

に改めてのお願いをさせていただきます。

　最後になりますが、次なる10年間、そして創立130周年

に向けて、屈指の伝統を誇りつつも、21世紀の大学として

の地歩を確たるものとし邁進してまいりますことを新春の

抱負とし、みなさまには本年も変わらぬご厚誼を賜りたく

お願い申し上げます。

　皆さま、あけましておめでとうございます。

　1900年創設の大倉商業学校を淵源とする本学は、戦前

の経済・商業系の専門学校から戦後に大学に昇格した他の

伝統校と比べても、抜群の長い歴史を誇る伝統校といえま

す。この「伝統の東経大」をさらに発展させることこそ、

学長としての私の使命だと考えています。

　一方、本学を取り巻く外部環境に目を移すと、18歳人口

の逓減による受験者数の減少、高大接続システム改革に伴

う抜本的な入試改革、国による高等教育無償化に向けた動

き、さらにはAI、IoTやビッグデータなどの技術革新によ

る産業構造や就業構造の変化など、大きな波が押し寄せて

います。

　このような環境変化のなかで、本学は今年創立120周年

を迎えます。建学の理念である「進一層」の精神でもって

この大波を乗り越え、本学の個性を明確にし、全国の有力

大学としての地位、そして東京多摩を代表する大学として

の地位を確立したいと考えています。

　そのためには、「東京経済大学とはどのような大学なの

か」という原点を確認し、「アカデミズムに裏打ちされた

実学教育」を実践する大学として、今後目指すべき大学像、

目指すべき学生像を提示し、その実現に向けて全学一体と

なって取り組む必要があります。

　以上のような問題意識に基づいて、わたしは本学の2020

年以降の中長期的な将来構想を検討していただく「新構想

策定委員会」を立ち上げました。そして、この委員会の答

申をたたき台として全学的な議論を進め、2020年10月23

日に予定されている創立120周年記念式典にて本学の将来

構想を皆さまの前で発表したいと考えています。

　「伝統の東経大」をさらに発展させるために全力投球を

するつもりでいます。皆さま方の一層のご理解とご協力を、

よろしくお願い申し上げます。

学校法人 東京経済大学　理事長 
後藤 鍈四郎

東京経済大学　学長 
岡本 英男

創立120周年の新春を迎えて

理
事
長
・
学
長 

　
　
新
年
の
あ
い
さ
つ
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環
境
省
は
サ
ン
ゴ
を
守
ろ
う
と
10
億
円
も
の

税
金
を
使
い
移
植
を
行
っ
て
い
る
が
、
移
植
し

た
サ
ン
ゴ
の
９
割
以
上
は
死
ん
で
い
る
た
め
、

全
く
意
味
の
な
い
行
動
と
税
金
の
無
駄
遣
い
を

し
て
い
る
と
い
え
る
。
で
は
ど
う
し
た
ら
サ
ン

ゴ
を
守
れ
る
の
か
？　

サ
ン
ゴ
は
死
滅
す
る
と

人
間
の
手
に
よ
る
再
生
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、

陸
上
か
ら
の
汚
染
源
を
断
ち
、
サ
ン
ゴ
が
生
息

可
能
な
環
境
を
保
ち
、
今
あ
る
サ
ン
ゴ
を
守
る

こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。

曝
露
さ
れ
て
い
る
。

　

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
達

成
に
向
け
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
以
外
の
素
材
を
使
用

す
る
よ
う
意
識
し
、
社
会
全
体
を
変
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
温
暖
化
の
進
行
に
よ
る

社
会
や
人
間
へ
の
影
響
が
ど
れ
だ
け
大
き
い
か
、

こ
こ
数
週
間
で
起
こ
っ
た
巨
大
台
風
の
上
陸
件

数
の
多
さ
を
考
え
れ
ば
お
気
づ
き
か
と
思
う
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
石
油
ベ
ー
ス
か
ら
バ
イ
オ

マ
ス
ベ
ー
ス
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
変
更
し
て
い

る
が
、
そ
れ
が
良
と
も
言
え
な
い
。
バ
イ
オ
マ

ス
ベ
ー
ス
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
も
、
原
料
で
あ

る
セ
ル
ロ
ー
ス
を
大
量
に
使
え
ば
森
林
破
壊
に

つ
な
が
り
、
温
暖
化
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
か

ら
で
あ
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
量
自
体
を

減
ら
し
、
社
会
全
体
の
生
産
、
消
費
の
仕
組
み

を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

２
０
１
９
年
10
月
26
日（
土
）、
東
京
経
済
大

学
大
倉
喜
八
郎 

進
一
層
館（
フ
ォ
ワ
ー
ド
ホ
ー

ル
）
で
、
本
学
主
催
の
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
本

学
が
掲
げ
る
「
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
裏
打
ち
さ
れ

た
実
学
教
育
」
を
広
く
一
般
に
認
知
し
て
も
ら

う
た
め
に
実
施
し
、今
後
大
学
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
い
か
に
取
り
組
ん
で

い
く
か
を
考
え
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
現
在
、
世
界
的
会
議
で
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方
が

関
心
を
寄
せ
る
「
海
洋
環
境
問
題
」
と
し
、
昨

年
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
サ
ン
ゴ
の
成
長

に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
世
界
初
の
発
見
を
し

た
全
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
の
大
久
保
奈
弥
准

教
授
を
中
心
に
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
研

　

沖
縄
の
サ
ン
ゴ
は
、
周
知
の
と
お
り
減
少
が

続
い
て
い
る
。
人
間
が
破
壊
し
て
い
る
こ
と
と
、

異
常
気
象
が
主
な
原
因
で
あ
る
。
サ
ン
ゴ
は
共

生
す
る
褐
虫
藻
か
ら
栄
養
を
摂
取
し
て
い
る
が
、

褐
虫
藻
は
環
境
が
適
さ
な
い
場
合
サ
ン
ゴ
か
ら

抜
け
て
い
き
、
サ
ン
ゴ
の
白
化
が
進
み
や
が
て

死
ん
で
し
ま
う
。
追
い
打
ち
を
か
け
る
の
が
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
、
サ
ン
ゴ
は
餌
と
誤

認
し
体
内
に
取
り
込
ん
で
し
ま
い
、
サ
ン
ゴ
と

褐
虫
藻
の
共
生
を
阻
害
す
る
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
「
恒
久
的
な
素
材
」
と
期

待
し
て
は
い
け
な
い
。
紫
外
線
や
波
な
ど
の
影

響
で
劣
化
し
、
や
が
て
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
と
な
る
。
海
中
で
は
サ
ン
ゴ
や
小
魚
、
二
枚

貝
な
ど
の
非
常
に
小
さ
な
生
物
が
取
り
込
み
、

食
物
連
鎖
に
よ
り
大
き
な
生
物
に
捕
食
さ
れ
、

結
果
と
し
て
生
態
系
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
判
明
し
て
い
る
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
紫
外
線
に
よ
る
劣
化
を
抑

え
る
た
め
の
添
加
剤
（
有
害
な
化
学
物
質
＝
環

境
ホ
ル
モ
ン
。
生
殖
異
常
を
も
た
ら
す
）
を
多

く
含
ん
で
お
り
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

な
り
生
物
の
体
に
取
り
込
ま
れ
る
と
消
化
の
際

に
油
分
と
合
わ
さ
る
こ
と
で
溶
け
だ
し
、
肝
臓

や
脂
肪
な
ど
に
蓄
積
さ
れ
問
題
と
な
る
。
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
数
十
年
使
用
さ
れ
て
い
る
が
我
々

の
想
定
外
の
経
路
で
、
我
々
自
身
が
添
加
剤
に

究
の
第
一
人
者
で
あ
る
東
京
農
工
大
学
の
高
田

秀
重
教
授
、
環
境
・
開
発
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

を
テ
ー
マ
に
世
界
各
地
で
取
材
を
続
け
る
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
井
田
徹
治
氏
（
共
同
通
信
社
）

が
登
壇
し
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
本
学
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
委
員
会
委

員
長
の
片
岡
直
樹
現
代
法
学
部
教
授
が
進
行
を

務
め
、
環
境
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業

と
し
て
パ
タ
ゴ
ニ
ア
日
本
支
社
の
篠
健
司
氏
が

加
わ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
本
学
教
職
員
、
学
生
の
他
、
地
域
内
外

を
含
む
約
１
４
０
名
の
来
場
が
あ
り
、
熱
気
が

高
ま
る
中
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
も
講
師
へ

熱
心
に
質
問
す
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

　

以
下
に
当
日
行
っ
た
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

講演1講演2

大
久
保
奈
弥
准
教
授 

東
京
経
済
大
学 

全
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー

「
海
か
ら
サ
ン
ゴ
が
消
え
る
と
、世
界
は
ど
う
な
る
？
」

高
田
秀
重
教
授 

東
京
農
工
大
学 

農
学
部

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
地
球
汚
染
：

　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ス
ト
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
社
会
の
構
築
を
」

今、世界の海で
何が起こって
いるのか？

─考えよう、今すぐ
私たちにできること─

マイクロプラスチック問題を
考える
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私
は
報
道
機
関
で
30
年
ほ
ど
環
境
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
を
追
い
、
世
界
各
地
の
様
々
な
環
境

問
題
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
。

　

日
本
は
使
い
捨
て
大
国
の
ひ
と
つ
で
、
年
間

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
生
産
量
は
２
０
０
４
年
に
は

１
４
８
億
本
、
２
０
１
６
年
に
は
２
２
７
億
本

を
超
え
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
リ
サ
イ
ク
ル
率

が
９
割
と
言
わ
れ
、
２
２
７
億
本
の
88
・
９
％

が
回
収
さ
れ
て
い
る
が
、
計
算
す
る
と
25
億
本

は
未
回
収
で
ど
こ
か
へ
消
え
、
や
が
て
海
へ
行

く
こ
と
に
な
る
。
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で

同
様
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
レ
ジ
袋
は
年
間
消

費
量
が
３
０
０
億
枚
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
50
億

本
に
換
算
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
回
収
さ
れ
て
い

な
い
。

　

日
本
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
う
ち
国
際
基

準
で
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
と
言
え
る
の
は
、

マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
（
材
料
と
し
て
再
利

用
さ
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル
）
と
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ

ク
ル
（
化
学
的
な
原
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
）

の
２
つ
の
み
で
、
輸
出
等
を
除
き
国
内
で
真
に

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
の
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
全
体
の
う
ち
５
％
し
か
な
い
。
私
は
こ

れ
を
「
リ
サ
イ
ク
ル
幻
想
」
と
呼
ん
で
い
る
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
調
査
し
た
各
国
の
リ
サ
イ
ク
ル
率

の
統
計
に
お
い
て
、
日
本
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国

34
か
国
中
27
位
タ
イ
で
19
％
と
い
わ
れ
て
い
る
。

日
本
は
決
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
大
国
で
は
な
い
。

　

日
本
は
四
方
を
海
で
囲
ま
れ
て
お
り
、
大
量

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
海
へ
流
出
し
て
い
る
。

太
平
洋
ゴ
ミ
ベ
ル
ト
と
呼
ば
れ
る
海
域
に
集
ま

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
う
ち
、
１
／
３
が
日

本
製
で
あ
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
は
日

本
が
世
界
第
５
位
で
あ
る
。
日
本
の
責
任
は
大

き
い
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
先
立
ち
、
篠

健
司
氏
よ
り
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　

パ
タ
ゴ
ニ
ア
は
ア
メ
リ
カ
の
ア
ウ
ト
ド
ア
メ

ー
カ
ー
で
、
こ
れ
ま
で
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
、
ナ
イ

ロ
ン
素
材
の
衣
類
を
販
売
し
て
き
た
。
環
境
へ

の
様
々
な
影
響
を
考
慮
し
、
現
在
は
地
球
を
守

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
環
境
を
梃
子
に
し
、
環
境
に

も
雇
用
に
も
良
い
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
始
ま
っ

て
い
る
。

篠
◦
日
本
の
自
治
体
で
は
、
京
都
府
亀
岡
市
が

日
本
で
初
め
て
「
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
」
を
し

た
。
レ
ジ
袋
を
既
に
有
料
化
し
て
い
る
先
進
的

な
自
治
体
も
あ
る
。
弊
社
店
舗
で
は
、
２
０
２

０
年
４
月
か
ら
持
ち
帰
り
の
袋
を
全
廃
す
る
が
、

エ
コ
バ
ッ
ク
を
回
収
し
て
そ
れ
を
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
す
る
予
定
で
あ
る
。

片
岡
◦
中
学
校
の
生
徒
会
で
給
食
の
ス
ト
ロ
ー

を
な
く
す
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
が
、
学
校
で

実
践
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
？　

若
い
世
代
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
？

篠
◦
企
業
や
地
域
の
議
員
へ
「
環
境
問
題
へ
の

取
り
組
み
」
に
つ
い
て
質
問
状
を
送
る
と
い
う

の
は
ど
う
か
。

井
田
◦
中
高
生
は
、
身
の
回
り
で
拾
っ
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
か
の
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。
ス
ト
ロ
ー
を
使
用
し
な

い
、
コ
ン
ビ
ニ
に
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
っ
て
い
く
、

と
い
っ
た
身
近
に
で
き
る
こ
と
を
探
す
の
も
良

い
。バ
リ
島
で
は
10
歳
と
12
歳
の
女
の
子
が「
バ

イ
バ
イ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
運
動
」
を
始
め
、
そ
の

後
活
動
は
広
が
り
、
２
０
１
９
年
６
月
に
は
バ

リ
島
で
は
レ
ジ
袋
が
廃
止
と
な
っ
た
。

高
田
◦
自
分
の
周
り
を
よ
く
見
ま
わ
し
、
使
い

捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
ど
こ
に
あ
り
、
本
当
に

必
要
な
の
か
を
考
え
て
ほ
し
い
。
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
日
本
で
は
ご
く
一
部

で
、
国
外
に
輸
出
さ
れ
て
も
、
黒
潮
に
乗
り
戻

っ
た
魚
か
ら
自
分
が
摂
取
す
る
こ
と
に
な
る
。

輸
出
さ
れ
な
い
と
焼
却
さ
れ
、
温
暖
化
が
す
す

み
台
風
が
頻
発
し
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
。

将
来
の
自
分
に
つ
け
が
回
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
、

自
分
の
行
動
を
見
直
し
て
も
ら
い
た
い
。

講演3

井
田
徹
治
氏 

共
同
通
信
社 

編
集
委
員
兼
論
説
委
員

「
世
界
の
海
で
、今
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
」

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

進
　
行
　
片
岡
直
樹
教
授 

東
京
経
済
大
学 

現
代
法
学
部

登
壇
者
　
篠
健
司
氏 

パ
タ
ゴ
ニ
ア
日
本
支
社 

　
　
　
　
　
　
　
　 

ブ
ラ
ン
ド
・
レ
ス
ポ
ン
シ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
　
　
　
高
田
秀
重
教
授
、
井
田
徹
治
氏
、
大
久
保
奈
弥
准
教
授
（
以
下
敬
称
略
）

る
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
主

に
生
地
や
素
材
の
研
究
、
輸
送
過
程
の
際
使
用

す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
袋
の
素
材
変
更
、
環
境
問

題
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
資
金
提

供
で
あ
る
。

　

具
体
的
な
事
例
で
は
、
フ
リ
ー
ス
な
ど
の
洋

服
を
洗
濯
す
る
際
生
地
か
ら
抜
け
落
ち
た
マ
イ

ク
ロ
フ
ァ
イ
バ
ー
（
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
繊
維
状
に
し
た
も
の
）
が
排
水
と
と
も
に
流

れ
出
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
洗
濯
バ
ッ
グ
を

作
成
し
た
。
50
マ
イ
ク
ロ
ン
以
下
は
難
し
い
も

の
の
、
細
か
い
網
目
の
た
め
99
・
９
％
は
回
収

可
能
で
あ
る
。
抜
け
落
ち
に
く
い
繊
維
の
開
発

も
進
め
て
い
る
。

　

日
本
で
は
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
進
ん
で

い
な
い
が
、
海
外
で
は
ア
パ
レ
ル
業
界
単
位
で

発
展
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

▪
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

片
岡
◦
褐
虫
藻
と
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
共
生
に

つ
い
て
、
褐
虫
藻
は
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
中
に

入
る
こ
と
で
良
い
こ
と
は
あ
る
の
か
？

大
久
保
◦
相
利
共
生
。
褐
虫
藻
は
イ
ソ
ギ
ン
チ

ャ
ク
が
出
し
た
排
出
物
を
栄
養
と
し
て
生
き
て

い
る
の
で
、
お
互
い
に
利
益
関
係
が
生
ま
れ
て

い
る
。

片
岡
◦
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
近
い
も
の
で
、
代
替

と
し
て
使
え
る
も
の
も
あ
る
の
か
？

高
田
◦
透
明
で
水
を
は
じ
く
と
い
う
の
が
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
特
性
。
金
属
や
ガ
ラ
ス
以
外
で
は

ま
ず
無
い
。
唯
一
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
セ
ル
ロ

ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
。
開
発
が
進
め
ば
、
理

論
上
可
能
性
は
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

篠
◦
関
連
会
社
で
手
掛
け
て
い
る
「
ス
タ
ッ
シ

ャ
ー
」
を
紹
介
し
た
い
。
チ
ャ
ッ
ク
付
き
ポ
リ

袋
の
代
替
品
で
、
シ
リ
コ
ー
ン
製
。
シ
リ
コ
ー

ン
は
シ
リ
カ
（
砂
）
と
酸
素
の
天
然
資
源
で
作

ら
れ
て
い
る
。

片
岡
◦
日
本
が
海
外
か
ら
学
ぶ
べ
き
、
参
考
と

な
る
取
り
組
み
は
？

井
田
◦
ア
フ
リ
カ
で
は
25
か
国
で
レ
ジ
袋
を
禁

止
し
て
お
り
、
違
反
し
た
場
合
、
罰
金
は
４
０

０
ド
ル
ま
た
は
禁
固
２
年
～
４
年
と
な
っ
て
お

り
、
非
常
に
厳
し
い
罰
則
を
設
け
る
事
も
あ
る
。
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AIの進化により、失われる職業として挙げられることもある会計職ですが、人間だから
こその付加価値を付けて提供できる業務も数多くあると考えます。本学では、どのよう
な環境下に置かれても価値を創造し提供できる人材を育成すべく、日々教育活動を行
っています。
今年度、会計プロフェッショナルプログラム（通称：会計PP）所属で公認会計士試
験に合格した方の中から代表してお二人に話を伺いました。

─公認会計士を目指したきっかけは？
鈴木さん◦まとまった時間を使って勉強できるのは大学生まで
だと思い、難関資格に挑戦しようと決めていました。若いうち
から責任ある仕事を任され、幅広い業界の経営者と直接話がで
きる会計士に強く惹かれ、会計士試験に挑戦しました。
芳賀さん◦世間一般的に難易度の高い資格にチャレンジし、合
格することで自分に自信がつき、自分の武器になると思ったの
がきっかけです。私はもともと計算することが好きだったので、
会計士の勉強を始めました。
─合格までの道のりを振り返っていかがですか？
芳賀さん◦試験勉強は、総括すると楽しかったです。でも振り
返ってみると、短答式試験と論文式試験前に、悔しくて苦しい
時期が一回ずつありました。その時に会計PPの仲間がいたか
ら頑張れ、合格までたどり着けたのだと思います。
鈴木さん◦私は、会計士試験を通じて多くの財産を得たと強く
感じています。会計だけでなく法や経営に関する知識を得るこ
とができたし、一つの目標に向かって努力を続ける忍耐力も身
に付きました。そして何より、大変な時間を共に乗り越えた仲
間は一生もので、とても大切な存在となっています。
─公認会計士として今後どのように活躍していきたいですか？
鈴木さん◦テクノロジー業界など新しいビジネスを展開してい
る企業の監査や、株式上場支援に携わりたいです。監査の現場
では新しい知識を積極的に吸収し、海外出張等を通じて英語ス

キルの向上にも取り組み、自らの会計士としての付加価値を高
め、クライアントに求められる会計士になりたいです。　
芳賀さん◦将来像について具体的なところは考え中です。私は
会計士の勉強中、会計基準の考え方を知ることが楽しかったで
す。独立行政法人や学校法人などは、今まで勉強してきた基準
とは異なった基準が採用されています。これから沢山の基準に
触れて、色々な考え方を知り、様々なクライアントのニーズに
スムーズに応えられるように知識の引き出しを増やしていきた
いと思っています。
─これから公認会計士を目指す後輩へメッセージをお願いします。
芳賀さん◦公認会計士の試験は難しいと思っていましたが、正
しい勉強方法で一定の時間を確保すれば誰でも合格できる、努
力が評価される試験だと実感しました。目指そうと考えている
人は、地道な努力を惜しまずに頑張ってほしいです。
鈴木さん◦受験勉強中は、頑張ったつもりでも結果が伴わない
ことがしばしあります。そんな時は悲観するのではなく、講師
や先輩方に相談して勉強方法の改善を図ってほしいです。会計
士試験は決して才能のある人が合格するわけではなく、失敗と
改善を繰り返し、正しい努力を継続してできる人が合格できる
もの、ということをぜひ知ってもらいたいです。また、東経大
には会計PPがあり、専門学校の受講料を大学が負担してくれ
ます。先生や職員のサポートも受けられます。ぜひ会計PPへ
所属し、合格に向け頑張ってください！

経営3年 鈴木 里奈子さん（写真右）

経営3年 芳賀 朝日さん（写真左）

令和元年11月15日（金）には公認会計士論文式試験、12月13日（金）には税理士試験の
合格発表がありました。本学で把握している合格者の方々をご紹介します。

合格者の皆さん、おめでとうございます！

公認会計士試験論文式試験合格者
6名　※2019年11月20日判明分

大戸 克洋さん （経営3年）
小澤 一樹さん （経済3年）
鈴木 里奈子さん （経営3年）
芳賀 朝日さん （経営3年）
釜洞 祐輝さん （平31年経営卒）
松原 海斗さん （平26年経済卒）

税理士試験　科目合格者
5名のべ5科目合格　※2019年12月16日判明分

藪崎 夏那さん （経営2年） 簿記論合格（合計1科目）
阿相 楓さん （経営4年） 法人税法合格（合計3科目）
柏本 優介さん （経営4年） 消費税法合格（合計4科目）
野口 翔さん （経営4年） 消費税法合格（合計3科目）
大西 燿平さん （平31年経営卒） 簿記論合格（合計2科目）

会計プロフェッショナルプログラム（会計PP）
の取り組み
公認会計士や税理士等、会計専門職を目指す学生をサ
ポートするプログラムです。
目標とする資格試験合格のために受講する専門学校の
費用を大学が負担します。経営学部の会計科目担当教
員や卒業生組織のバックアップに加え、正課授業との
連携もあります。
本プログラムは選抜制で、1～2年次生の申し込みが可
能です（コース、募集時期により異なる）。詳細は学務
課までお問い合わせください。

合格情報をお寄せください
東京経済大学には、「TKU進一層賞」という文筆活動、
課外活動、資格取得、学外活動等を積極的に行ってい
る学生の成果を表彰する制度があります。資格取得部
門では、本学に在学する学部等学生および大学院生、
一部資格は休学中の学生および卒業後10年以内の卒業
生も申込可能となっています。詳しくは東京経済大学
ウェブサイトをご確認ください。

公認会計士試験 在学中合格者を多数輩出
会計プロフェッショナルプログラム等の取り組みが実る
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多
様
な
業
界
で
活
躍
す
る
東
京
経
済
大
学
の
卒
業
生
を
訪
ね
る
特
別
企
画
。

監
査
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
等
を
担
う
「
デ
ロ
イ
ト 

ト
ー
マ
ツ 

グ
ル
ー
プ
」
執
行
役
の
烏
野
仁
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

ゼ
ミ
活
動
と
並
行
し
て

難
関
資
格
に
挑
ん
だ
日
々

─
─
東
京
経
済
大
学
在
学
中
に
、
公
認
会
計
士

試
験
に
合
格
さ
れ
ま
し
た
ね
。

　

将
来
何
を
や
り
た
い
の
か
定
ま
っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
大
学
は
「
先
生
と
学
生
の
距
離
が

近
い
」
こ
と
を
基
準
に
探
し
ま
し
た
。
そ
う
い

う
環
境
の
方
が
よ
り
多
く
の
こ
と
を
学
び
取
れ

る
と
思
っ
た
の
で
す
。
教
員
一
人
当
た
り
の
学

生
数
を
調
べ
た
結
果
、
行
き
着
い
た
の
が
東
経

大
で
し
た
。

　

公
認
会
計
士
試
験
を
意
識
し
始
め
た
の
は
、

大
学
２
年
の
頃
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
る
こ
と

に
当
時
は
抵
抗
が
あ
り
、「
自
分
の
腕
一
本
で

や
っ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
、
暗
記
よ
り
も
論
理
的
な
思
考
力

が
重
視
さ
れ
る
会
計
士
の
勉
強
は
、
性
に
合
っ

て
い
る
気
も
し
ま
し
た
。
当
時
の
友
人
か
ら
向

い
て
い
る
と
勧
め
ら
れ
た
こ
と
も
理
由
で
す
。

─
─
公
認
会
計
士
試
験
の
勉
強
に
は
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
み
ま
し
た
か
。

　

僕
が
在
学
し
て
い
た
当
時
も
、
会
計
専
門
職

を
目
指
す
学
生
向
け
に
夜
に
開
講
さ
れ
る
「
特

修
コ
ー
ス
」
と
い
う
課
外
講
座
が
あ
り
ま
し
た
。

当
時
の
受
講
生
は
10
人
足
ら
ず
で
し
た
が
。
そ

れ
に
加
え
て
、
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
で
学
外
の
専

門
学
校
に
も
通
っ
て
い
ま
し
た
。
僕
の
場
合
は
、

大
学
で
ロ
ジ
カ
ル
な
も
の
の
考
え
方
や
そ
の
意

義
を
学
び
、
専
門
学
校
で
試
験
に
受
か
る
た
め

の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
習
得
し
た
、
と
い
う
感
じ
で

し
た
。

─
─
３
年
生
か
ら
は
、
企
業
会
計
の
ゼ
ミ
に
入

っ
た
そ
う
で
す
ね
。

　

特
修
コ
ー
ス
で
指
導
を
受
け
て
い
た
髙
山
朋

子
先
生
の
ゼ
ミ
に
入
り
ま
し
た
。
企
業
金
融
論

な
ど
に
関
す
る
本
を
読
ん
で
、
皆
で
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
す
る
の
で
す
が
、「
こ
れ
ほ
ど
考
え

方
の
合
わ
な
い
人
間
が
こ
の
世
に
い
る
の

か
！
」
と
辟
易
す
る
く
ら
い
、
毎
回
ゼ
ミ
生
同

士
の
戦
い
で
し
た
（
笑
）。
当
時
、
散
々
言
い

合
っ
た
仲
間
と
は
い
ま
で
も
た
ま
に
会
い
ま
す

よ
。

　

髙
山
先
生
は
温
厚
な
方
で
、
自
分
の
考
え
を

押
し
付
け
な
い
し
、
ゼ
ミ
生
の
意
見
を
整
理
し

た
り
正
解
に
導
こ
う
と
し
た
り
も
し
な
い
。
た

だ
自
由
闊
達
に
議
論
を
す
る
空
気
を
見
事
に
作

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
い
ま
思
え
ば
こ
の
ゼ
ミ
の

時
間
に
、
自
分
の
考
え
の
軸
を
持
つ
こ
と
、
そ

し
て
、
互
い
の
違
い
を
認
め
合
う
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ん
だ
よ
う
に
思
い
ま
す
。

─
─
印
象
に
残
っ
て
い
る
授
業
や
先
生
の
教
え

は
あ
り
ま
す
か
。

　

物
事
の
真
理
を
説
い
て
く
れ
る
よ
う
な
先
生

の
授
業
は
面
白
か
っ
た
で
す
ね
。
例
え
ば
「
ミ

ク
ロ
経
済
学
」
の
先
生
は
、
前
提
条
件
を
変
え

る
と
も
の
の
見
え
方
は
ガ
ラ
リ
と
変
わ
る
の
だ
、

と
い
う
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
会
社
法
」

の
先
生
は
、「
自
分
の
価
値
観
を
持
て
」
と
。

曰
く
、
そ
も
そ
も
裁
判
で
争
う
ほ
ど
の
事
例
な

異
な
る
価
値
観
を
認
め
合
う
。

そ
の
姿
勢
は
、

ゼ
ミ
で
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。

デ
ロ
イ
ト 

ト
ー
マ
ツ 

グ
ル
ー
プ 

執
行
役 

改
革
担
当  

烏
野 

仁
さ
ん
（
東
京
経
済
大
学 

経
営
学
部
卒
業
）

K
A

R
A

S
U

N
O

 H
IT

O
S

H
I　

１
９
６
０
年
、
兵
庫
県
生
ま
れ
。
１
９
８
４
年
、
東
京
経

済
大
学
経
営
学
部
卒
業
、
外
資
系
会
計
事
務
所
に
入
社
。
１
９
９
５
年
、
監
査
法
人
ト
ー

マ
ツ
（
現 

有
限
責
任
監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
）
入
社
。
デ
ロ
イ
ト 

ト
ー
マ
ツ 

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ

ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
合
同
会
社
代
表
執
行
役
社
長
を
経
て
、２
０
１
８
年
６
月
か
ら
現
職
。

躍 動 す る T K U 卒 業 生
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れ
ま
す
が
、
続
い
て
い
る
の
は
ゴ
ル
フ
く
ら
い

で
す
ね
。

　

ち
な
み
に
、
リ
タ
イ
ア
し
た
後
の
夢
は
「
本

屋
を
開
く
」
こ
と
。
僕
を
含
む
オ
ジ
さ
ん
た
ち

に
は
ね
、
居
場
所
が
少
な
い
ん
で
す
よ
（
笑
）。

紙
や
イ
ン
ク
の
匂
い
が
好
き
な
、
僕
み
た
い
な

オ
ジ
さ
ん
が
心
地
よ
く
過
ご
せ
る
時
間
と
空
間

を
提
供
し
た
い
。
早
く
着
手
し
た
い
で
す
ね
。

僕
ら
世
代
が
イ
キ
イ
キ
し
て
い
な
い
と
、
社
会

全
体
が
元
気
に
な
ら
な
い
で
し
ょ
？
（
笑
）

─
─
公
認
会
計
士
や
監
査
法
人
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
を
ど
う
見
ま
す
か
。
ま
た
、
そ
ん
な

社
会
を
生
き
る
若
い
世
代
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

今
後
、
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）の
発
達
で
、
会
計

士
や
監
査
法
人
の
仕
事
の
あ
り
方
は
確
実
に
変

わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
デ
ー

タ
取
得
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
い
ず
れ
財

務
諸
表
そ
の
も
の
が
不
要
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
監
査
が
本
格
的
に
進
展
し

た
場
合
の
会
計
士
の
立
ち
位
置
は
議
論
の
最
中

で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
財
務
分
析
の
広
範

な
知
識
や
高
い
処
理
能
力
が
評
価
さ
れ
た
時
代

は
終
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
解
決
す

べ
き
課
題
を
見
極
め
、
仮
説
を
設
定
し
、
デ
ー

タ
を
適
切
に
解
釈
す
る
と
い
っ
た
能
力
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
重
視
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

学
生
さ
ん
に
伝
え
た
い
の
は
、
ど
ん
な
時
代

に
な
っ
て
も
、実
業
の
世
界
に
お
い
て
「
会
計
」

は
誰
も
が
身
に
つ
け
て
お
く
べ
き
基
礎
的
な
リ

テ
ラ
シ
ー
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
代
版
・
読

み
書
き
算
盤
と
で
も
い
い
ま
し
ょ
う
か
。
資
格

取
得
を
目
指
す
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
生

時
代
に
ぜ
ひ
「
会
計
」
を
学
ん
で
お
く
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
後
々
必
ず
役
に
立
ち
ま
す
。

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

ら
双
方
に
相
応
の
言
い
分
が
あ
る
。
そ
の
際
、

通
説
が
ど
う
で
あ
る
か
よ
り
も
ま
ず
、
自
分
自

身
が
ど
う
思
う
か
を
大
事
に
し
ろ
、
と
。
根
拠

は
そ
の
後
か
ら
積
み
上
げ
て
い
け
ば
い
い
の
だ
、

と
い
う
教
え
で
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
考
え
方
を
、
社
会
人
に
な
っ
た

い
ま
で
も
時
折
思
い
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
に
お
い
て
、
自
分
た
ち

の
導
き
出
し
た
答
え
が
絶
対
的
に
正
し
い
と
は

考
え
ま
せ
ん
。
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
、

判
断
基
準
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
理
解
し
尊
重

し
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
人
が
納
得
で
き
る
よ

う
な
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
論
理
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
た
め
に
な
る

ビ
ジ
ネ
ス
を
全
力
で

─
─
大
学
卒
業
後
、
外
資
系
の
会
計
事
務
所
を

経
て
、監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
に
転
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
独
立
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
、

色
々
な
経
験
を
積
む
べ
く
、
厳
し
い
と
聞
か
さ

れ
て
い
た
外
資
系
の
会
計
事
務
所
を
選
び
ま
し

た
。
前
評
判
通
り
の
激
務
で
し
た
が
、
志
の
高

い
人
が
集
ま
る
環
境
で
は
、
大
変
い
い
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。

　

し
か
し
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
点
の
〝
最
適
〟
は
、
日
本
に
と
っ
て
必
ず

し
も〝
最
適
〟で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、「
日

本
の
よ
う
な
成
熟
市
場
か
ら
は
撤
退
し
て
新
興

国
に
投
資
し
よ
う
」
と
い
う
経
営
判
断
が
そ
う

で
あ
る
よ
う
に
。
次
第
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
い

え
、
日
本
や
日
本
企
業
を
パ
ズ
ル
の
１
ピ
ー
ス

の
よ
う
に
扱
う
や
り
方
に
違
和
感
を
抱
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
日
本
の
た
め
に
ビ

ジ
ネ
ス
が
で
き
る
環
境
を
求
め
て
、
30
歳
半
ば

で
監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
（
現
・
有
限
責
任
監
査

Ａ
Ｉ
時
代
に
変
わ
る
も
の

変
わ
ら
な
い
も
の

─
─
約
１
万
３
千
人
も
の
社
員
を
率
い
る
立
場

で
す
。
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。 

　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
〝
正
し
い
こ
と
を
１

回
〟
言
え
ば
い
い
仕
事
で
す
が
、
経
営
陣
と
い

う
の
は
〝
同
じ
こ
と
を
１
０
０
回
〟
言
わ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
立
場
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

れ
く
ら
い
繰
り
返
し
伝
え
な
い
と
組
織
に
は
浸

透
し
な
い
し
、
発
言
に
一
貫
性
が
な
い
と
誰
も

つ
い
て
き
ま
せ
ん
。
１
０
０
回
言
っ
て
も
ダ
メ

な
ら
、
１
０
１
回
目
を
伝
え
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
よ
り
強
い
組
織
で
あ
る
た
め
に
、
異

な
る
価
値
観
、
異
な
る
企
業
風
土
の
血
を
意
識

的
に
取
り
込
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
似
た
よ
う
な
も
の
の
考
え
方
を
す
る
同

質
化
し
た
組
織
は
、
成
長
し
ま
せ
ん
か
ら
。

─
─
ハ
ー
ド
な
日
々
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
法
は
あ
り
ま
す
か
。

　

一
番
の
気
分
転
換
は
「
寝
る
」
こ
と
。
ど
ん

な
場
所
で
も
す
ぐ
に
眠
っ
て
し
ま
う
の
は
特
技

で
す
。
周
り
か
ら
は
も
っ
と
運
動
し
ろ
と
言
わ

法
人
ト
ー
マ
ツ
）
に
転
職
し
ま
し
た
。

─
─
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

の
仕
事
の
醍
醐
味
と
は
。

　
「
監
査
」（audit

）
の
語
源
が
「
聴
く
」
で
あ

る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
こ
の
仕
事
の
本

質
は
、
耳
を
傾
け
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
私
は

Ｍ
＆
Ａ
（
合
併
・
買
収
）
や
ク
ラ
イ
シ
ス
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
（
危
機
管
理
）
に
つ
い
て
の
業
務
を

数
多
く
担
当
し
て
き
ま
し
た
が
、
経
営
者
が
社

内
の
誰
に
も
相
談
で
き
な
い
よ
う
な
内
容
に
も
、

我
々
が
寄
り
添
っ
て
話
を
聞
き
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
、
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。
あ
く
ま
で
バ
イ

プ
レ
イ
ヤ
ー
で
す
か
ら
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
あ

た
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
に
信
頼
し
て
い
た
だ
く
、
感
謝
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
何
よ
り
励
み
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
こ
の
仕
事
に
は
世
の
中
に
広
く

影
響
を
及
ぼ
す
〝
社
会
イ
ン
フ
ラ
〟
の
よ
う
な

側
面
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
控
え
ま
す
が
、
時

に
官
公
庁
を
巻
き
込
み
、
法
改
正
の
議
論
に
発

展
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
社
会
の
未
来

に
役
立
つ
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
実
感
は
、

大
き
な
や
り
が
い
で
あ
り
醍
醐
味
で
す
ね
。



8東京経済大学報　2019年度　第52巻　第2号

な
が
ら
、「
法
」
の
果
た
す
社
会
的
役
割
と
課

題
を
徹
底
的
に
考
え
る
こ
と
に
あ
る
と
い
え
ま

す
。
周
知
の
と
お
り
、
今
日
の
社
会
は
、
少
子

高
齢
化
と
い
う
大
き
な
潮
流
の
中
に
お
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
消
費
者
問
題
と

高
齢
社
会
、
環
境
問
題
と
消
費
者
な
ど
、
相
互

に
密
接
に
関
わ
る
現
代
の
課
題
と
社
会
的
紛
争

を
法
的
に
ど
う
解
決
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
、

政
策
的
に
ど
の
よ
う
に
打
開
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
な
の
か
。
さ
ら
に
、
憲
法
、
民
法
、
刑
法
、

民
事
・
刑
事
の
各
訴
訟
法
な
ど
、
基
本
的
な
法

は
そ
う
し
た
諸
課
題
の
発
見
と
法
的
解
決
に
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
。
本
学
部
設
置

の
原
点
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
問
題
意
識
に
あ

り
、
学
部
名
に
冠
し
た
「
現
代
」
は
そ
れ
を
表

現
し
た
も
の
で
し
た
。

　

卒
業
生
の
選
択
し
た
進
路
は
、
多
分
野
に
わ

た
る
民
間
企
業
を
は
じ
め
、
金
融
、
行
政
、
法

曹
（
弁
護
士
）、
司
法
書
士
、
行
政
書
士
な
ど

多
様
で
す
。
２
０
０
７
年
度
開
設
の
「
法
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム｣

の
果
た
し
た

役
割
に
も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

現
代
法
学
研
究
科
（
大
学
院
）
が
税
理
士
を
希

望
す
る
大
学
院
生
の
資
格
取
得
に
貢
献
し
て
き

た
こ
と
も
、
本
学
部
が
果
た
し
て
き
た
重
要
な

役
割
の
ひ
と
つ
で
す
。 

　

こ
う
し
た
卒
業
生
の
多
様
な
進
路
は
、
現
代

法
学
部
で
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
を
身
に
つ
け
た

多
く
の
学
生
が
社
会
の
多
方
面
で
活
躍
し
、
時

に
悩
み
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
置
か
れ
た
場

所
で
現
代
と
い
う
社
会
の
あ
り
よ
う
と
あ
る
べ

き
法
の
姿
の
両
方
を
視
野
に
入
れ
、
日
々
力
を

発
揮
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り

ま
す
。

学
部
開
設
20
年
の
節
目

　

現
代
法
学
部
は
、
本
年
、
20
周
年
の
節
目
を

迎
え
ま
し
た
。
人
の
年
齢
で
言
え
ば
「
成
人
年

齢
」、こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

自
ら
開
拓
し
、
責
任
を
も
っ
て
進
む
べ
き
次
の

一
歩
を
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
自
覚
す
べ
き
時

期
を
迎
え
た
と
い
え
ま
す
。
い
わ
ば
未
来
に
つ

な
が
る
扉
を
開
け
る
と
き
で
あ
り
、
文
字
通
り

「O
pen the next door

」
の
節
目
で
す
。

　

こ
の
20
年
間
、
と
も
に
学
び
、
卒
業
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
本
学
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
ま
た
直
接
、

間
接
に
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
保
護

者
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

同
時
に
、
開
設
当
時
か
ら
、
否
、
そ
の
準
備
段

階
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
本
学
部
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
本
学
教
職
員
の
皆
様
の
ご

尽
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

現
代
社
会
と

法
の
あ
り
よ
う
を
問
う
法
学
部

　

本
学
部
は
、
２
０
０
０
年
の
開
設
以
来
、
消

費
者
・
環
境
・
福
祉
の
3
分
野
を
は
じ
め
、
現

代
社
会
に
固
有
の
諸
課
題
を
法
学
教
育
の
生
き

た
教
材
と
し
て
学
部
教
育
に
あ
た
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
他
方
で
、
学
部
名
に
あ
る
「
現
代
」

に
つ
い
て
、
学
部
の
名
称
と
し
て
一
般
に
定
着

し
て
い
る
「
法
学
部
」
と
ど
う
異
な
る
の
か
、

と
い
っ
た
質
問
を
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
等
で

受
け
る
こ
と
も
た
し
か
で
す
。

　

端
的
に
言
え
ば
、
現
代
法
学
部
の
目
的
は
、

現
代
社
会
の
本
質
と
そ
の
あ
る
べ
き
姿
を
探
り

現代法学部
開設20周年に寄せて 現代法学部長 羽貝正美
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変
化
の
大
き
い
こ
の
時
代
、
思
う
よ
う
に
自

分
の
人
生
を
切
り
拓
く
こ
と
が
で
き
ず
に
苦
労

し
て
い
る
卒
業
生
が
い
る
こ
と
も
容
易
に
想
像

で
き
ま
す
。
そ
う
し
た
卒
業
生
の
存
在
を
決
し

て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
記
念
誌
に
込
め
ら
れ
た

思
い
を
す
べ
て
の
卒
業
生
、
在
学
生
、
教
職
員

で
共
有
し
、
現
代
法
学
部
の
さ
ら
な
る
発
展
の

糧
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
代
法
学
部
に
学
ぶ
す
べ
て
の
学
生
が
、
自

ら
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
と
共
に
、
誇
り
と
自
信

を
も
っ
て
社
会
に
巣
立
っ
て
い
け
る
よ
う
に
す

る
こ
と
。
教
職
員
と
し
て
こ
の
こ
と
を
肝
に
銘

じ
、
彼
ら
学
生
の
日
々
の
学
び
を
後
押
し
し
な

が
ら
、私
た
ち
も
ま
た
建
学
の
理
念
で
あ
る「
進

一
層
」
の
気
概
を
も
っ
て
進
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

も
に
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
こ
の
20
年

を
振
り
返
り
つ
つ
さ
ら
な
る
発
展
を
展
望
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
式
典
に
先
立
ち
、
20
周
年
記
念
行
事
委

員
長
・
藤
原
修
教
授
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
、
校
友
セ
ン
タ
ー
の
全
面
的
サ
ポ
ー
ト
を
得

て
、『
絆
と
歩
み
』と
題
す
る
卒
業
生
24
名
の
寄

稿
に
よ
る
記
念
誌
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と

も
こ
の
節
目
を
記
念
す
る
も
の
と
し
て
特
筆
す

べ
き
こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
は
、
ど
ん

な
４
年
間
で
あ
っ
た
か
と
い
う
在
学
中
の
思
い

出
の
み
な
ら
ず
、卒
業
後
に
就
い
た
仕
事
の
や

り
が
い
、喜
び
、ま
た
苦
労
を
綴
っ
た
も
の
で
す
。

現
代
法
学
部
が
ど
の
よ
う
な
学
生
を
育
み
、ま
た

彼
ら
が
実
社
会
に
ど
う
寄
与
し
て
い
る
か
、
こ

の
記
念
誌
は
そ
の
こ
と
を
よ
く
語
っ
て
い
ま
す
。

り
や
す
く
表
現
し
た
「
考
え
抜
く
実
学
。」
の

言
葉
の
と
お
り
、
大
学
は
た
だ
単
に
資
格
試
験

合
格
の
た
め
の
受
験
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
付
け
た

り
、
内
定
の
獲
得
に
向
か
っ
て
ひ
た
す
ら
走
る

た
め
の
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
企
業
で
あ
れ

行
政
で
あ
れ
、
自
分
が
進
み
た
い
と
思
う
世
界

が
ど
の
よ
う
な
世
界
な
の
か
、
い
か
な
る
社
会

的
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
担
っ
て
い
る
の
か
。
現
代
法

学
部
の
役
割
は
、
こ
こ
に
学
ぶ
す
べ
て
の
学
生

に
、
そ
の
理
解
を
正
課
の
講
義
・
演
習
を
通
し

て
深
め
て
も
ら
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

　

次
の
10
年
、
20
年
先
を
展
望
す
る
と
き
、
正

課
の
深
い
学
び
と
進
路
選
択
に
資
す
る
正
課
外

の
学
び
が
う
ま
く
噛
み
合
っ
て
、
こ
れ
ま
で
同

様
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
、
よ
く
考
え
、
行

動
す
る
地
力
を
身
に
つ
け
、
他
者
を
思
い
や
る

気
持
ち
を
も
っ
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
学
生
を

輩
出
し
て
い
る
、
そ
う
し
た
人
材
を
育
成
す
る

学
部
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

開
設
20
周
年
記
念
行
事
と

こ
れ
か
ら
の
現
代
法
学
部

　

昨
年
、
11
月
16
日
（
土
）
午
後
、
本
学
大
倉

喜
八
郎
進
一
層
館
（
フ
ォ
ワ
ー
ド
ホ
ー
ル
）
で

現
代
法
学
部
開
設
20
周
年
の
記
念
式
典
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、「
現
代
法
学
部
、

創
成
の
こ
ろ
を
想
う
」
と
題
す
る
島
田
和
夫
名

誉
教
授
の
記
念
講
演
も
あ
り
、
他
大
学
法
学
部

に
は
な
い
「
現
代
」
に
込
め
ら
れ
た
意
味
と
設

置
に
至
っ
た
背
景
を
改
め
て
共
有
し
、
現
代
法

学
部
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
独
自
性
を
確
認

し
ま
し
た
。
式
典
後
に
は
、
葵
陵
会
館
に
て
パ

ー
テ
ィ
も
開
催
さ
れ
、
教
職
員
、
卒
業
生
、
在

学
生
、
総
勢
１
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者
と
と

現
行
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

特
徴
と
目
的

　

現
在
、
本
学
部
は
、
２
０
１
５
年
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
改
革
を
経
て
、
設
置
当
初
に
掲
げ
た
消

費
者
・
環
境
・
福
祉
と
い
う
３
分
野
を
継
承
し

た
う
え
で
、
総
合
法
・
公
共
政
策
・
ビ
シ
ネ
ス

法
・
消
費
者
法
・
環
境
法
・
福
祉
法
と
い
う
６

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
て
学
び
の
軸
足
と
し
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
拘
束
力
の
強
い
コ
ー
ス
の

よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
学
生
の
主
体
的
で
段

階
的
な
学
び
を
後
押
し
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

そ
れ
ぞ
れ
に
入
門
科
目
と
学
年
ご
と
の
推
奨
科

目
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
員
と
よ
り
近

い
距
離
で
学
修
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
講

義
と
補
完
関
係
に
あ
る
少
人
数
教
育
（
１
年
次

の
「
大
学
入
門
」、「
社
会
・
法
学
入
門
」、
２

年
次
の
「
基
礎
演
習
」、３
・
４
年
次
の
「
演
習
」

等
、
人
数
は
15
～
20
人
程
度
）
を
再
編
・
充
実

さ
せ
た
こ
と
も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
自
ら

動
き
、
調
べ
、
考
え
、
整
理
し
、
口
頭
あ
る
い

は
レ
ポ
ー
ト
等
で
報
告
す
る
、
他
者
の
発
言
に

耳
を
傾
け
、
さ
ら
に
考
え
る
と
い
う
、
大
学
教

育
で
し
か
で
き
な
い
一
連
の
学
び
を
実
践
す
る

場
で
す
。

　

加
え
て
、
公
務
員
志
望
者
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
導
入
し
た
こ
と
も
こ
の
改
革
の
成
果
の
ひ
と

つ
で
す
。
公
務
員
試
験
合
格
者
の
漸
増
傾
向
に
、

徐
々
に
定
着
し
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
す
。
公

務
員
志
望
の
学
生
は
毎
年
多
く
お
り
ま
す
が
、

合
格
し
た
学
生
自
身
の
「
勉
強
す
れ
ば
十
分
に

手
の
届
く
目
標
」
と
い
う
実
感
を
現
役
の
学
生

に
伝
え
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
間
違
い
の
な

い
準
備
を
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

　

と
は
い
え
、
大
学
の
教
育
方
針
を
よ
り
わ
か

記念式典で講演する島田和夫名誉教授

現代法学部専任教員
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２
０
２
０
年
の
創
立
１
２
０
周
年
に
向
け
た
全
学
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
創
立
１
２
０

周
年
記
念
事
業
」
の
一
つ
に
、「
国
分
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
第
２
期
整
備
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

第
１
期
整
備
で
は
新
５
号
館
の
建
設
（
２
０
１
２
年
）、新
図
書
館
の
建
設
（
２
０
１
３
年
）、

進
一
層
館
（
旧
図
書
館
）
の
改
修
（
２
０
１
４
年
）
を
行
い
ま
し
た
。
第
２
期
整
備
で
は

「
学
生
の
た
め
の
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
学
生
目
線
で
の
整
備
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

第
２
期
整
備
に
は
大
き
く
分
け
て
２
つ
の
計
画
が
あ
り
、
一
つ
目
に
建
物
の
整
備
計
画
、

二
つ
目
に
新
次
郎
池
を
中
心
と
し
た
緑
地
の
整
備
計
画
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
建
物
の
整
備
で
は
、
食
堂
・
ラ
ウ
ン
ジ
・
部
室
な
ど
学
生
の
居
場
所
の
充
実
を

は
じ
め
と
し
て
、
教
育
・
研
究
に
大
き
く
関
係
す
る
教
室
整
備
、
研
究
棟
の
建
て
替
え
を

行
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
次
の
３
棟
を
新
築
す
る
計
画
で
、
着
工
は
２
０
２
２
年
度
以
降

に
な
る
見
通
し
で
す
。

①
食
堂
・
ラ
ウ
ン
ジ
機
能
を
拡
充
し
地
下
に
音
楽
施
設
を
備
え
た
「
新
葵
陵
会
館
（
仮
称
）」

　

＊
現
葵
陵
会
館
解
体

　

建
設
予
定
地
：
１
０
０
周
年
記
念
館
前
広
場

　

規　
　
　

模
：
地
下
１
階
・
地
上
３
階
、
延
床
面
積
約
４
１
０
０
㎡

　
（
現
葵
陵
会
館
は
地
上
３
階
、
約
３
２
０
０
㎡
）

②
学
生
サ
ー
ク
ル
の
活
動
拠
点
で
あ
る
「
新
学
生
会
館
（
仮
称
）」

　

＊
現
学
生
会
館
解
体

学
生
の
た
め
の
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備

「
国
分
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
第
２
期
整
備
事
業
」の
進
捗
状
況

整備後のキャンパスイメージ
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建
設
予
定
地
：
現
葵
陵
会
館
跡
地

　

規　
　
　

模
：
地
上
４
階
、
延
床
面
積
約
２
４
０
０
㎡

　
（
現
学
生
会
館
は
地
下
１
階
・
地
上
４
階
、
約
２
４
０
０
㎡
）

③
研
究
活
動
の
拠
点
で
あ
る
「
新
研
究
棟
（
仮
称
）」

　

＊
現
第
一
研
究
セ
ン
タ
ー
解
体

　

建
設
予
定
地
：
現
第
一
研
究
セ
ン
タ
ー
跡
地

　

規　
　
　

模
：
地
上
６
階
、
延
床
面
積
約
４
３
０
０
㎡

　
（
現
第
一
研
究
セ
ン
タ
ー
は
地
上
６
階
、
約
２
７
０
０
㎡
）

　

加
え
て
、「
４
号
館
」
の
大
幅
改
修
や
既
存
教
室
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
改
修
も
検

討
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
新
次
郎
池
を
中
心
と
し
た
緑
地
の
整
備
で
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
南
東
の
緑
地
を
対

象
に
、
池
整
備
、
園
路
改
修
、
パ
ー
ゴ
ラ
設
置
、
植
栽
な
ど
幅
広
い
整
備
を
行
い
ま
す
。

新
次
郎
池
は
、
か
つ
て
わ
さ
び
田
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
も
の
を
１
９
６
０
年
代
に
整

備
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
２
０
０
３
年
に
は
東
京
都
名
湧
水
57
選
に
も
選
ば
れ
ま
し

た
が
、
近
年
で
は
湧
水
の
減
少
、
外
来
種
の
増
加
、
遊
歩
道
の
老
朽
化
な
ど
か
ら
、
学
生

も
あ
ま
り
訪
れ
な
い
場
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
創
立
１
２
０
周
年
を
機
に
、
１

９
６
０
年
代
以
来
の
大
改
修
を
行
い
、
学
生
は
も
と
よ
り
、
近
隣
の
方
も
含
め
て
憩
い
の

場
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
整
備
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
緑
地
整
備
は
、
建
物
の
整
備
に
先
行
し
て
実
施
し
、
創
立
１
２
０
周
年
の
記
念
式

典
が
行
わ
れ
る
２
０
２
０
年
10
月
ま
で
に
は
工
事
を
完
了
さ
せ
る
予
定
で
す
。
緑
地
の
整

備
計
画
を
検
討
す
る
過
程
で
は
、
近
隣
の
方
の
意
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
な
る
べ
く
自

然
を
残
し
た
か
た
ち
で
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

第
２
期
整
備
の
全
体
工
期
は
、
現
時
点
で
は
５
年
７
カ
月
を
見
込
ん
で
い
ま
す
（
２
０

２
７
年
度
末
完
了
予
定
）。
工
事
の
進
捗
状
況
に
よ
っ
て
は
よ
り
長
期
に
わ
た
る
可
能
性

も
あ
り
、
そ
の
間
、
本
学
を
利
用
す
る
方
々
に
は
ご
不
便
を
お
掛
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
整
備
が
完
了
し
た
際
に
は
、
創
立
１
２
０
年
の
伝
統
に
恥
じ
な
い
、

よ
り
活
気
の
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
に
一
新
さ
れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

配置計画図

整備後のキャンパスイメージ 整備後のキャンパスイメージ
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使わなくなったサッカーシューズで
カンボジアの子供達を支援

石川ゼミが2年連続で
日銀グランプリ最優秀賞を獲得

　2019年8月、サッカー部所属の牛
う し

嶋
じ ま

彪
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と鈴
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木
き

翔
し ょ う た
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　現地を訪れた二人は言葉が通じないことなどものとも
せずに、子供たちとサッカー交流で盛り上がりました。
持参したシューズのサイ
ズが合うか確認するため、
一人ずつ試し履きのサポ
ートも行ったそうです。

東京経済大学報　第52巻第2号　アンケート
アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で10名様に粗品（東経大グッズ）をプレゼントさせて頂きます。
☜ 左のQRコードから、ぜひご回答をお願いします。

TKU古本募金 みなさまの読み終えた本が、
奨学金として、東経大生の学業を支えます。

読み終えたあと置き場所に困っている書籍、
視聴しなくなったDVD・CDなどはございませんか？
お部屋の整理やお引っ越しの際などに、ぜひご協力ください。

2017年12月より開始いたしました「TKU古本募金」へは、
2019年11月30日現在、延べ226名・796,005円のご寄付を
頂戴いたしました。
みなさまのご厚情に深く感謝申し上げます。

※５点以上は送料無料です。
※一度のお申し込みにつき、段ボール箱３箱までご寄付いただけます。
※東京経済大学の予算（研究費等）で購入した書籍は取り扱いできません。
※ ご寄付いただいた書籍等の売却代金（査定金額）が「東京経済大学奨学基金」として役立て

られます。

TKU古本募金 検 索

東京経済大学奨学基金とは
人物・学力ともに優秀でありながら経済的理由で修学
が困難な学生に対する経済的援助の奨学金や真摯に学
業に精励し優れた成績を収めた学生を奨励する奨学金
など、さまざまな奨学金を用意して広く学生の学ぶ意
欲に応えています。

\ 電 話 ま た は W E B サイトよりお 申し 込 みくだ さ い /

＊1）ISBNコードの付いた書籍等に限られます。
＊2）申込書は、パンフレットまたはWEBサイトに掲載しています。

［お問い合わせ］ 東京経済大学 図書課
library@s.tku.ac.jp    042-328-7764

STEP 1
梱　包

STEP 3
集　荷

STEP 4
寄　付

STEP 2
WEB/電話

書籍・DVD・CD等（＊1）を段ボール箱に詰めます。
電話申込の場合は、申込書（＊2）を記入し同梱します。

指定の時間に宅配業者が集荷に伺います。
※5点以上ご提供いただいた場合には、送料無料です。

ご提供いただいた書籍等は、提携会社バリューブックスに買い取られ、
その売却代金は、学校法人東京経済大学に寄付されます。

【WEB】WEBフォームに必要事項を記入し、お申し込みください。

【電 話】下記へ電話し「東京経済大学・TKU古本募金に申し込みた
い」とお伝えください。

受付電話番号：0120-826-292

牛嶋 彪さん鈴木 翔太さん

　日本銀行が主催する第15回日銀グランプリにおいて、経済学部石川雅也ゼ
ミのチームが昨年に続き、2年連続で最優秀賞を獲得しました。
　今年は全国42大学から104編の応募があり、2019年11月23日（土）に日
本銀行本店で決勝大会が開催され、論文審査を勝ち抜いた5チームによるプレ
ゼンテーションと質疑応答が行われました。石川ゼミの4名は、「大学の大学
生による小学生のための学童保育」というタイトルで貧困や教育格差に着目し、
大学施設と大学生を活用した内容の提案を行いました。
　予選では5チームに奨励賞が贈られ、東京経済大学からは石川ゼミの別の
チームと、熊本方雄ゼミ（非常勤講師）のチームが受賞しました。次年度も期
待が高まります。

 最優秀賞受賞チーム

●石川ゼミ所属
稲田創（経済3年）、早川優毅（経済3年）、
三井涼太（経済2年）、佐々木陸人（経営2年） 
タイトル：「大学の大学生による小学生のための学童保育」

 奨励賞受賞チーム

●石川ゼミ所属
笠倉一樹（経済3年）、宮原満希子（経済3年）、 當宮大智（経済2年）、 原田拓歩（経済2年）
タイトル：「未来を売って今を変える！ 次世代の英雄を発掘する株式型奨学金」
●熊本ゼミ所属
森岡龍之介（経済3年）、 戸島延真（経済3年）、西尾広樹（経済3年）
タイトル：「SMAC  ～STOP貧困  SIB×SMACで母子家庭を救え～」
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